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取扱説明書/料理編 


MRO-EA4 ぉ 

このたびは日立オーブンレンジをお買い上げいただきまことにありがとう 
ございました。このククレットガイドをよくお読みになり、正しくご使用 
ください。お読みになったあとは保証書とともに大切に保存してください。 







ホーム&ライフ 
ソソユーシヨン 


HITACHI 

Inspire the Next 


u 目 


* この商品は待機時消費電カオフ機能があります。ドアを閉じた状態で表示窓に「0」 
が表示されているとさは、1日分後に自動的に電源が切れます。電源が切れたあとは、 
ドアを開閉すると再び電源が入りキーを受け付けます。 
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(安全のため必ずお守りください） 

据え付けるとき 


A 注意 


本体は壁などとの間をあける。 

(週熱しで発火する撒 TO 

む記寸法を離してを調理物のミ由で巧れ 
た口結露することがあります。排気が 
直接壁にあた日ないよラに 
据え巧けてくださし、。 

あらかじ曲アルミホイルを 
壁画に船ると巧のを防止で 
を吉ず。後画びガラスの場 
を.遺直差で割れ吾恐れ力 i 
あるので 20 c【t 似上あけて 
<ださい。 


Q 



ずき間があっても曰面を 
囲む設置はしない。 

(過熱による発火•壁の 
汚れ • 磯能低下の原因） 



水のかかるところや熱気、乂気の近 
令で使わない。 

(感電-漏電の原因） 


0 


使巧前に包装材はをて取り隙くこと。 
(発火，火が-やけどの原因） 

〇 


♦ ? お平で丈ホな場所に置く。（振動*騒冒•本体是下の原因） 

参 ラジオ、テレビ、無線機器およぴアンテナ線か 63 miy 上離ず。(雑音や峡廣の乱れの原因 ) t 
受信感度が弱い場含には、さ与に雑音がかさくなるまで離して<ださい。 
•逼 雷の恐れがあるときは、差込ブラグをコンセントから抜 <。(故障の原窗） 


電源コードは、排気口ゃ逼度の高い 
部巧に近づけない。 一 

(火が*感聖の原因） fXJ 


使用するとき 



A 注意 


レンジ加熱では、ゆで卵は絶対に 
作ったり、あたためたりしない。 
目玉焼さやおでんのゆで卵 
などのおたためちしない。 
(破裂してけがの原因） 


0 


孰皿(耐熱たラミック製)に箇擊を 
加えない。（破損してけがの戚れ） 
特に實志の化し入れのと古、 

丸皿の巧、ちに当 r こらないぶ 
うにして < ださい。 


0 


オープンレンジび骑劑-窓下し 
た墙合は、使用せず、点検を巧 
頼する。 

(感霞や載帛;1れの測） 


ドアに物をはさんだまま使わない C 
(電液漏れによる障害の恐れ） 


巧類の乾燥など調理 W 外 
の目的に使わない。 

(発煙‘火ぶ-やけどの原因) 


0 


ドアの開閉には注意ずる。 
〔けが*やけどの原因） 


な 


ドアに無理な力を力！]えたりぶ6芭 
が5なし、。 

(本你び倒れてけがや 
電蔽漏れの原因） 


0 


レンジ加熱では、びん類など密封さ 
れた負品はおやふたをはずし、膜や 
嵩つさのちのは、切れ目や 
割 n 目を入れる。 

(破裂してやけどやけがの原因） 


〇 


吸排気口をみさがない。 

(週熱して故障の原因） 


またドアに重い物は、置かないで< 
ださい。ドアに廣品を■く.ときはド 
アの中央に匿い 
て< ださし)。端 
に肩くと本体が 
御れることがお 
0策す。 


本体の上に物を置かない。 
(過熱してこげ•変形の恐れ） 


I 



調理澄の食品の出し入れに 
ミを意する。（ゃけどの原卸 
レンジ加熱でち客器や丸皿な 
どが熱くなることびおりまず。 


差込プラグの抜き差しは、コードを 
持たずに、必ず農込プラグ A 
を持って fiP う。 

(感電やシヨートして発火の原固） 


長期間使わないとさは、必ず是込プ 
ラグをコンセントか6抜<。 

(絶歸冀化による感電 
漏電火災の原因） 


豪 


範ブラグ碰< 



ま全のため必ずお守り<ださい 
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使用ずるとき 

レンジのとさ 


A ま意 


0 


實品は加熱しすぎない。 

•突滯沸とうして淸ぴ散ることがある 

7ん啟みもの(牛乳> 酒、コーヒーなど）、カレー竹シチ 
ユーなどのとろ办のあるもの、細分の受いをクリーム、 
/ ( 夕一などは加熱をや加請け妾食品を取0出すとき、請 
とうして飛び靜り、和けどの恐むびあ口宗ず。 

を飲みちのは加熱前にスプーンなどでかさ惠ぜまず。 
■こばたり燃える被れがある 
が量の戟 S ( 1日□目ま満).水分のかない干わの、加熱を 
む辟ずいまんじ帖ラや J C ン顆、逼度び上びり皆ずいあ 
ん、チヨコレート、油脂分の多い攝げもの、バター、ヴ 
ラタもミックスベジタブルなどはこげたり、燃える恐 
れびお0ます。 

をが量の寶品をすート調理で加熱しないでくだごい。 
ぷククレッ h ガイドの指定お量ながの加熱は、手勤調理 
で様子を見なが S 加熱しまず。 


0 


> 加熱室が空のまま加熱しない。 

(異背高遍になり故障の原因） 

> 鮮度保持剤(脱廳素剤など)を入れたまま、 / r \ 
また包装にラベルやテーブを目もったままで 
加熱しない。（燃える恐れ） 


♦ I あたた曲 I で紋みものを加熱しない。 

(沸と5してやけどの恐れ） 

•金属の調理道具やアル5などで加工したブラ 
スチック容器、付属のち皿（ホー□-觀)は懂 
わない。 

アルミ當を使うとをは加熱星内壁、ドアファ 
インダーに旨虫れないよラにする。 

(火巧くスパーク>、故障の原因） 

♦食品の重さに <； 5ベ重ずぎる容器でオート調理 
しない。（食品がこばたり、觸える恐れ J 


0 

0 


0 


•吿詰やレトルト實品は击やおのままで加熱 
しなし、。〔火 ? E くスパーク>、こげ V 破翼の恐れ） 
アルミ包裝は加熱でをません。攝器に移しか 
えて加熱しまず。 

♦乳幼货のミルクなどをあたためるときは化 
上がり溫度を確認ずる。（やけどの恐れ） 

•ラッブをはずずとまは、を意する。蒸気が 
一気にでる場をがありまず。（がけどの顆れ） 


0 

〇 

〇 


才^—ブン、卜ースター * クリルのとさ 


A 注意 


雜植巧中や終了後しげらくは、ドア、キャビ 


•調理が終わった b ずぐに取り出ず。 

A 

ネット、加熱室、丸皿、その周辺にふれない。 


(宗熱で焼さ過ぎになる恐れ） 

If 

(やけどの原因） 

接触語止 

• 食品の出し入れは厚めの乾いたふきんやお手 

A 

•熱^なったドアなどに水をかけない。 


持ちの才ーブン用手袋を使う。（やけどの恐 n )1 F 

(割れる恐れ） 


•ブラスチック賓器をヒーター加熱しない。 

向 

V 


〔発火の恐れ） 



レンジ、才ーブン、卜ースター • ク U ルのとを 


A ま意 


食品 C ずをつけたまま 
使わない。 

(燃える恐れ） 


〇 


Ti.-I 乂— 

ご -. 

一 1 か、 

富 



0 


加熱室内で資品が燃え出したときは、 

1•ドアを開けない。（勢いよく燃える恐れあり） 

2. とりけしキーを巧し、運詰を止めてか5、差述フラグを抜ぐ。 

3. 本体か S 燃えやすいものを違ざけ、饋乂ずるまで待つ。鎮乂 
しない攝をは、水か消火器で消す。そのまま使用せず、必ず 
販売店に点横を依頼ずる。 



お手入れのとき 


A 警告 

めれた手で差込プラグの抜き差し 
はしない。 

(感電やけびの恐れ) 

% 額 

V 

達込プラグの刃および巧の取りが 
け面のほこりをよくふく。 ィ1 
(船!の驅） 

觀 

本体の掃除は、必ず義込ブラグを 
抜を本体が冷めてから巧う 
けけど’感電 CD 恐れ） 

.が 

J 



ま全のたが必ずお守りください 


己 
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加熱のし < み 

す 



電蔽(高周蔽)で寶□ちを加熱しまず。 

電波(高周波)には3つの性質があります。 


水分を含んだ食品に 
は「腮収 J されまず。 



ガラス、陶磁證など 
の容器では r 逞週」し 
よす'。 


金属に扳たると1’坛 
射」します。 


食品に腮収された電波は、水の分子のまさつ 
運動を活発にし、熟を発をごせます。このま 
さつ熱で食 S をスピーディーに加熱します。 


レンジ加熱の特長 




スビーデイーで 
摇済的でず 


水を便わないの 
で衆毒素び保た 
むまず 




色やお、風味が 
保たれます 




盛りつけたまま 
で加熱でさまず 



食品を上下ヒーターで同時に加熱 
し、食品にこばめをつけ、中はや 
じらかく仕上がりまず。 


夕 



上下ヒーターで加熱室の温度を均^に 
保ち、食品を体を包みこむようにして 
焼を上げまず。 


重量センサ-の 
0点調節のしかた 

初めて掩ラ前や、料理のでをぐ 
あいが悪い場合は、0点調節をし 
て < ださい。 

《オー ト 調理のとすに重量センサーを 
正し < 勵かせるにがに量罕を含わせ 
まず。 


操作の手順 


差込プラグをコンセン 
卜に差し逸む 

•表示 惡に 巧を 表示をれ ません。 
(待磯時消寶電ブ]才つ機能のた 
めです。目ページ參照）ドアを開 
ける と fi のように 最 示します。 



〇 


ドアを開ける 


3-卜丽加费を强 



レンジ ト巧 —m す一 


0 


回転台に丸皿だけを 
のせる 



> 回転台の取り付けは、加熱聖 
底部の回転軸へ差し込んで軽 
く左ちに回してセツトし志ず。 


0 


ドアを閉めてと0けし 
キーを3秒間押ず 

3 -卜 5 口油 弱中强 




レシジ h 斯夕 J 山才ーブシ 

淡ビジとプヴーげ鳴り数秒間 
厚内巧が点打し、□点調節 
が完了しまず。 


空巧をのしかた 

重量 iz ンヴーの0点調節が完了し 
た渡、ご使用前に I 油やにおいを 
とりのぞ令ため、加熱室の空焼き 
(オーブン加熱)をしてください。 

《油の焼けるにおいや煙が出ることがあ 
D 吉すので必ず窓を開けるか、換気漏 
を回してください。 


操作の手順 


ドアを開けて回転台 
だけをセツトしてド 
アを閉める _ 



な 剛 


キーを押す 


す-卜紋ゴぶ弱か強 



レンジトス9—ブリルすープン 


0 スタートキーを押ず 


い!;; 

づで 


才-卜をなか頭中強 



レンジトス由—ヴリんす-た 


，終了音が嶋つたら 


ク^空焼きが終る 


す-卜窃制?弱中强_ 



レンジトース白ーグリル がン 


A ミ主意 


空焼さの加熱中や終了棲しば5 
くは、ドア、キャビネット、加熱 
室、その周进にふれない。 ^ 
ゆけ どの麵 


fj 使用の前に 


加熱のしくみ/重量センサ—の日点調節のしかた/空焼きのしかた 
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待機時消費電カオフ機能について 

才ーブンレンジを徳用していないときの電力を節約ずるため1□分後に自動的に電源を切じまず廣示窓の"び 
表示が消えまず)。キーを巧しても受け付けません。ドアを開聞すると電源が入り（表示窓の" 0" 表示が点灯し 
まず)キーを受け付けまず。 

• ドアを閉じた状態で差班プラグをコンたントに塞し理んだだけでは電源び入0ません。一摆ドアを開けてくだごい。 

仕上がり調節キー因 I 巧について 

才ート調理の仕上がりを、用途が好みに昔わせて加減ずるとを使いまず。 

ル'垃妙めもの I 曲7ライ I) 


を辭凍 I (おさしを J [白解清 1) 1パリッ廣網焼哥 （ m 冷却に冷扇 J ) 


应票モ1〔。3ケ~キ||14クッキー]) Q 日グラタン1のとき、3段階に調節でをます。 


应怔押すと國、泣. I を脾すと I 弱 I になります。通常は I 中 I になっています。 


r ] 日お弁当 111 目卜ースト I のとさ、 日段階に調節できまず。 

•調節のしかたは、それぞれの調理のコツを曇皂にしてくだをし、。 


♦化 上が0調節は 、 I 看にため11醒凍あたため1 1 志たにめ吕閱 の場合、スタートキ^を巧した後加熱時間を表おする前 
に巧いまず。その他の場を、スタートキーを押ず前に巧い或ず。 


あたにめ I 解凍あた fc 词昆たため 2 削 II ごはん h 2牢乳巨パスタ画で野詞 （I 6雲票 I 7根栗 


3 知つておいて 
も户 いただをたいこと 


食品は丸皿の中央に置く 

丸皿の中夹にのせ、はみ出さないように置いてください。 

赏品で容器びはみ出していると回範のごまたげになり、上手に化上び D まだん。また、厚内 
の壁蘭に触れるとこずれ昔びした0、回顧が止まることがあります。 

重量センサーについて 

實品の分置をはかってオート調理ずる量量センサーが内蔵されていまず。 

半年に一度は量量センサーの□点 a 節を巧ってください。（日ページ善照） 

丸皿を使って調理ずるパこユーのとをは必ず回範台と丸皿を、がたつをがないように正しく 
わットしてお使いください。 

づメ□ディー機能について 

調理スタート、終了等を、^□ディーで駕しく如らせます。好别こよって如□ディー音をプヴー音に切り替えるとさは，違 
込プラグびコンセントに差し込まれているが態で、ドアを開閉して毒を窓にて]"を表をさせてからな上がり調卽 キー I 空]を 
3秒間巧し揣けまず。ビツとブザー音が嗎ったら、切0替えが禮了です。同じ攫作でブヴー音を式□ディー音にもどずこと 
びでさまず。 

メモリーターン機能について 

加熱び終わり、廈内阿び消えると、始城に食品を置いた位置で止まります。 

(庫巧灯が消える前にド户を開けた摇合は、その位肩で止まりまず。）_ 

食品の取り出し忘れ防止ブザー音について 

邮劑槪了溃 . 食品を取り出さなかったとさ、’ I ビビピ"とブヴー音び削]分ごとに3固晴って知らはます。 

PAM 日日 CIW について 

局周蔽出力白已 OW は短時間高出力機能(最大3が間)でず。この磯能はオート調理のあたためなどの限足した^こユー 
にのみ®きます。_ 

<るみング加熱についで 

ラップ皆おおぃをしなぃで I あたためい解凍あたため I がトレーにのせたまま I を 解凍 I ( おさしみ1巧解读 1 ) がでをます。 
〔ゆで野粟甲、暴しをのなど、水分を逃しに<なし巧のはラップび必要です。） 


角脚を使う時は手動 I オーブン 1(予熱あり）で但日ページ善照） 

才ー ト 調理节手動を^ブン| (予熱なし）に 8 ぺージ善照.)では使えません。必ず空の丸皿を入れて手動 [オーブン I 
2度よ甲し(予熱あり)で、ホ熱をしてか S 食品をのせに角面!を皿受刪に入むて加割してくだごい。角皿の使える声ニューは、 
グラタン、クッキー、□-ルケーキ、バター□-ルです。（42、4日、斗目、 48. 49ぺージ晋照） 



^@^里強 ) I 
0 

か•(標準}階 
段 
3 


ご使巧の前に 


知つておいていただきたいこと 


強 • 蔓 ^ 

里妄聲 諭 

中麵 (標準)階 
■曼 弱)ほ 

弱里髮 神 
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耐熱性のあるプラスチック碧器 

ポリブ□ピレン製など 



その化のプラスチック宮器 



y プ類 



耐熱溫匿が14印 Clii 上のちの 
で、 「電子レンジ使用巧 J の表 
示のあるものを使いまず。た 
だし、砂糖、パター、油を植っ 
た料理は高温になり I 容器が潜 
けてしま3ので使えません。 


耐熱扁度が‘14日でま满のもの(ボ 
U エチレン、スチ□—ル潮脂など） 
や耐副遍度む唁くてを、霞技で変 
賣するちのラ S ン、7 エノー 
J レ、ユ U ア樹脂、アル S などで賣 
固加工した墙脂など）は徒えをせ 
ん。ただし、担解患1のときに 
だけ、発泡スチ□—ルのトレーが 
使えます。 


耐熱温匿が14日で拟上のも 
のは便无ます。ただし、砂糖、 
バター、细を使った料理は高 
温になり、ラップが潜けてし 
まラので使ふません。 


ただし、「トースター 
，グリル、才ーブン 
使巧巧」の表おのあ 
るをのは擅えまず。 


ただし t 発酵では使 
えまず。 


耐熱性のガラス容器 



丽熱性のないガラス容器 

強化ガラス、 

カツトガラス、 
クリスタルガラスなど 



丽熱性のある陶器 

ココット迎、 
グラタン田!など 


磁器 



加熱穫、急冷ずると割れる 
ことがありまず。 


加離後、急冷ずると 
書 IJ むることげお0ま 
す。 


使える容器、使えない容器 


〇 巧は使える。 

X 巧は使えない。 


容器の種類 


加熱の種類 


電子レンジカ廳 


ヒーター加熱 

(才ーブン、卜ースター I グ U ル加熱〕 


1 


日常使っている陶器•撼器 

茶わん、皿など 



ただし、派手な哲鶴つけ、 
ひび模様、盡、韻模様のあ 
るをのは、器を傷跑た 0. 
火花くスバーク> びでるの 
で使ふません。 


金属客器、金串、 
アルミホイルなど 



題販を反射するので使スま 
杜ん。ただし、アル吉市イ 
ルはこの性質を利用して加 
副しすぎの部分をおおラな 
ど，部分的に使えまず。. 


ただし、取っ手がプ 
ラスチックのをのは 
使ふません。. 


竹、木、藤、紙、ニス、 

ラるし塗り容器など 



こばたり、塗りびはげたり t 
ひび割れすることがおるの 
で使无ませ/ U 。 特に針金を 
使っているものは燃えやず 
.< なります。 

ただし、巧串、楊枝、祇は 
料理編に記觀している硬い 
びにに限 D 使え東す。 


ただし、硫駿祗が耐 
熱性の加工を施した 
祇製 S は使えまず。 
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■電子レンジ 加熱とヒーター加熱を間違えないでください。間違えると貪品や容器が発煙 
まず。加熱スタート德、加熱の種類を醒認して<ださい。 

■ブラス チック類は家庭用品お質表示法に基づく耐熱温度表示をごらんください。 

■ネオ 質や耐熱温度がわからない曾器は懐わないでください。 


発火ずることぴあり 


プラスチック容器 ラ 


ガラス容器 陶器 


を偉用の前に 


使える容器、使えない容器 


Eaui あたため/解凍あたため 


撒に撫ったまま のお撤嚴や,那邪し て冷凍し たお播柴、 冷凍こ'搬を 
スビーデイー においしくあたたみまず。 



あたため解凍あたための使いかた 


付属の 丸皿、 
回転台を使う< 


(例順げ適の場合 




貪品を入れる 



みそ汁のあたための場を 
(14 ベージ魯熙） 


〇 


あたためキーを 


犀巧灯び点なし、丸 
のが回転して加熱が 
始まります。 


才-卜前前！)聞中結 


1度巧ず 


キーを巧すごとに ] 時 2 時 1とセットできまず。 

1:當遍-冷歸保存の食品をあたた故ます。 

2 :冷谏保存の赏品を隅覆してあたためまず。（解凍あ 
たためは1 2 〜 I 4 バージ養照 J 
キーの巧しかえはキーを押した後約2砂間受けつけまず。 


レシジト3を-则ルお乃 
^r 奴秘澳に聖わる 
す-卜疏城) 苹が' 強 

吓广巧 


しンジが-夕万/1 ブシ 
X 唐中で垫ねる 


才 - M 成. i !) 弱中菌 



才-ブン 

L (馬屋 ] J 

ft 上げり/!匿 
V 八.とりけし 

〇1_| I irUkh F=a、ViE 円 

脱寅 S 己 OW 



レンジ h - スターヴ】 J 化オーブン 




表おびで"になり1 
加熱が解0ます。 


トト航诚閱_中巧 


終了音が嶋った5 
食品を取り出ず 



レンジトストクリ山才づン 


^牛乳のあたためは 1 2 牛乳 を懊いまず。 (1 7 ページ善照^ 
t お酒のあたためは手動調理を使いまず。 巧7ページ善照） 

あたため I キーは、ドアを閱めて 10 分总内馈示窓に II □"が表示されて 


いる間)に巧してください。 

1曰巧を過をるとスタートしません。ドアを開閉して I 羣たため I キーを押してください。 


あたた均醒凍あたためのコツ 


1 回の分量は適量で （ 14 ページ参照） 

1 〜 4 ■人が请品と容器を昔わせて 1 .弧日呂 
まで)です。が量び極端に多す吉たり少なすぎ 
ると上手に仕上が日ないとをげありまず。 

容語を含めた重量が10□呂ホ满のとをやまん 
じゅ5、パン類や冷演野菓を加熱ずるときは、 
手動調理で加熱しまず。 { 15、26ページ善照） 

せ上がり調節は 

祗つめに仕上ばたいとさ、 分量が逼いとさや 
を蘭ちのは I や释强 1 び m を、ぬるめに化上 
ばたいときが好■量げ少ないとをは臣查 u か 
區]を便い责す。 [ U か日園京で日殺彈に 
調節でをまず。（日ページ賽照） 


おず陶磁器や耐熱性のガラス容器を 
使って 

■倉 品の量にをった大きさの容器を便い 

ミず口 

客器が大をすぎたり小さず舌た D する 
とセンサーぴ正しく働をまだん。食品 
を入打たとを A 分目位になる大きさが 
j 越でず。 

•みそ 汁のおわんは度えませ/ U 。 

•ホ販 の調理済み食品を如熱ずると封ま、 
共一力一の指おに従し巧動調摩で加熱 
します。 

•発泡スチロール陆値対に使用しなし、で 
ください。 

インスタント貸品は 

37ページを養照して加熟しまず。 


いか料理をするとはじける 

IWi /^ OQWl で 加 熟暗間をひか无姑 
にすれ I もはじけは 弱くな 口まず。 

仕上がりがぬるかったときは 

のンジ咖 WI で様子を見ながら、ご 
日に加熱し 吉す。 

• 枢たため 1 [1 凍あたため 1 で這 加 加熱 
すると、熱与なりず苦まず。 
ラップの使い分けは 
I まとんどのあ r こためはラップをし宗せ 
んび、調理菊み■冷溝食品や食品の解凍 
あたたが)はラッブをしまず。 （14 〜15 
ぺージ参照） 


正しい使いかた 


才—卜調理 


あたため/解凍あたた跋 


il 

J , 




































































































eg 西圆 



1 ごはん 


一:飯、ピラフをどご觀もののあたために姥いまず: 


1ごはんの使いかた 


〇 


付属の丸皿、 
回旣台を使つ。 




食品を入れる 

〇 

〇 |1 ごは / キーを押す 



ご酷の鳩合 


す-卜祀 f ぶ弱中強 


レンジトス9-グ川レをクシ 


© 0 


スタートキーを 
押す 


匿巧好び点阿し、丸 
皿が回転して加熱び 
始まります。 


す-卜あ让め 



レンジト:； 

> 适中で黃わ寄 
す-卜赖 M 顏中強 



ホ■ブン 
人（趕舊 ） J 

(むがり/攝度 
V A とりけし 

nUR i'H 巧 H 

脱兵 . QSOW 



レンジトけ-ヴリル が J 


人 


終了音が鳴った5 
食品を取り出す 


最示びで"になり、 
加熟が隙0まず。 


す-卜5枕み窥中强 



レシジトぶトクリル す-乃 


1ごはん]のコツ 


1 回の分量は適量で 

1-斗人が度品と客器を含ねはて1,200 
邑まで)です。が量が極瑞に多す式にりか 
なすさ I ると止手に化上がらないとさがあり 
ます。實品の重量が1日日旨お雨のとをは、 
[レンジ]己日日叫で加熱します。り日、 己 目 
ページ参照） 

ラッブの使い分けは 

冷蔵听瓷逼のこ飯はラップはしません e 

冷凍ご飯は r 辭凍あたた あ I で加熱し 

まず。 り]ぺージ養照） 

冷めたご飯やピラフなどのかたま 
りはよくほぐしてか! 5 加熱しまず。 


おず陶磁器や耐熱性のガラス啓器を 
博って 

• 食品の量に含った大をさの容器を便い 
ます。 碧器び大きすぎた 0 かごずぎた 
りずると t ンサーげ正しく勵さません。 
食昂を入れたと苦八お目化になる大吉 
さが j 直当でず。 

• 巧販品の包麗のままで加熱ずるときは、 
^一力一の指示に徙い手動調理で加熱 
時間を設定して弧熱します。 （37 ペー 
ジ曇照] 

鲁 葬適スチ□ールは絶别に植用しないで 
<だごい。 


化上がりがめるかったとをは 

[レンジ扣日日 W ] で摇でを見ながら、 
さらに加熱しまず。 

•丘互 L ま/ U ] で趋加加熱すると、熱く 
なりずぎることがあります。 

常温のご飯 1 杯をあたためる場 
合は、約2日秒で化上がりまず。 

茶わん1日0臣 、 常温のご飯 I 日日旨の場 
合 りごはん I 園で加熱ずると短 腰間 高 
出力機;能（最大3が間）が作動し、 
約呂己砂で化上がりまず。（調理をくり 
返し使用したとをや、加熱室が熱いと 
を短時間高出力磯'能ぴ作動し ない こ 
とがありまず。）また日点調節がず巧て 
し话と]!熱昭間がかむりまず。 


正しい使いかた 
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冷めたご飯、お線菜のあたための 
コソ 

冷蔵のものは、仕上がり調節「や-や強 I に合わせまず。 


ラップなどのおおいを徒い 
分けて 

ほとんどのゾニューは、ラップなど 
のおおいをしませんが、いか、えび、 
魚、 鶏肉，マッシュルームのよ引こ 
m け散りやすいちのが入っていると 
きや、 わレー、シチューなどは、ラ 
ッフやふたをします。（マッシュルー 
ムなどは起らかじめ取り除さ、加熱 
棲加えまず。） 




包装や容器、材質にま意して 

巧 P ぶの赵觸嘉やみそホをおたためる 
ときは、包裝が態や容器にミ主意して 
<ださい。電子レンジに向かない材 
質や真空パック入りは、必ず陶磁器 
や耐熟性の容器に移してから加熱し 
まず。 



スープ、シチューはかさ混 
ぜて 

加熱搜、泰厨に膜をはることびある 
のでかさ遍だまず。 



水分を補って 

ご飯ものや蒸しものが乾燥ぎみのと 
きは、水分を補ってから加熟します。 




加熱澄の宗熱を利用して 

どんぶ0をののぶ弓に、ご飯と具げ 
ひとつの器に盛りつけてあるものは 
.あにたまり員音に違いが出ます。 
このよ5なとさほ、加熱搜そのまま 
しばらぐおさます。 



オート調理であたたゆ! 5 れな 
い料理がありまず。 

ミんじ帕ラ、パン類、冷凉野惡などは 
手動で加諫してください。 （1 日ページ 
参照う 

ひとかたまりにして冷凍した 
ものは、加熱穫か$混ぜて 

カレーがスープなど、ひとかたまりに 
して冷凍してあるものは、加熱搂かを 
混ぜます。 


調理済み冷凍食品の 
解凍あたためのコツ 

食品重量が容器の重量より重いときは、 
化上がり調節 I を查^ に合わせまず。 

包装やラップをはずし、容器に移しか 
えて 

袋やラ、ッブなどを取り、陶磁器や耐熱性の容覇に 
移してか日加副します。 

市販品のな削こは電子レンジの使える包裝をあり 
まず。指示に従い加熱しまず。 


IP— II — 


重な日ないよラに並べて 

シューマイなどは数が多<なっても、重ならない 
よ5に I 皿などに平日に並べて加熟します。 



ラップまたはふたを使い分けて 

ほとんどの料理は、おおいをして解凍あた忙めを 
します。おおいをすると去はゆとりをちってかぶ 
はまず。フライ哈つ□ッケなどはおおいをし责せ 
ん。 

■ 一 でが一 


暴‘ 


凍つているさしみや生ちのの肉、 
魚の辭凍は 

を解;栗 1 おさしみ 11 日辭裸 I を便い 
まず。に□ページ夢照） 


調理済み食品の冷凍保存(フリージング)のコツ 



眞さは2心3 cm 


女熱し、ものは 

よく冷ましてか旦冷遠しまず。 

* ご飯やカレーなどは 
ごはんは 1 杯分り已〇畳)ずつに、方レーなどは]晒 （] 日日〜3日日呂)に分け、 
薄く（厚さ2〜 3 crn ) 平日にして冷凍しまず。（丸ごとのマッシュルーム 
など飛び散りやずいものはあらかじ城取り赚いておきまず。） 

女野菓は 

固かにゆで、水気をょくをって]回分（1日日〜200目）ずつラップなどで 
包み、 冷凍しまず。 
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00 

スタートキーを 
押ず 


の二(ツ 


〇 


付屬の丸皿、 
回転おを使ラ。 


使用ずる容器は 

少 し課ごのある陶磁器や耐熱性の皿を使い 
まず。（己己.己3ベージ養照） 

1回の分量は 

表おの分量の；量〜蒙示の分暨です。（この 
分量政がのオート調理はで苦ません） 

ラップは 

耐熱品度が14び C じ[上のものを使います。 



トスジ- 
グ リル 


1が 



猫い叫 

化上がり/ 逼居 
V 八とりけし-, 

瞄貢 〇已 OXAZ 


人 


終了音が鳴った5 
食品を取り出ず 


のコツ 


18 I ヘルシー.|拉フライ I のコツと応用夕こユ_|ま己]ページを眷照しまず。 


ヘルシー巨炒めもの 


ろ - 卜あ剛 窗中强 


にがトスた-ヴリ J レオみ 


(例) p \ ルシー] の場合 



食品を入れる 



声 JJ の:り- ih ク乃イの頃を 
(已1ぺージ割則 


〇 


ヘルシーキー 


を2度巧す 


葦术惡の墨号を 
4(フライ}に合わせる。 


す-卜祀 r ぶ弱中強 


[^ルシー1キーを巧すごとに3時4時3とセットでさまず。 



レンジトスタ—则レ柯ン 


庸内巧が点灯し、丸 
皿び回転しで加熱が 
始まりまず。 


トト前:础 おが/串 

aril 
r し•じ [ 

扇 T み-铺甚ン 

> 連中で聖わる 
才-卜船ぶ弱中强 



レンジトースタ…ヴリ J しホヴン 


表示び"日"になり、 
加熱が機ります。 


才-卜祀 村)弱中强 

n 

U 


レンジトかブリルす-了ノ 


ヘルシー]を炒めもの]キーでこんな料理がでをます。 


1ヘルシー113炒めも剧メニユーと記載ページ 


惦きみ f ザらク ') 

牛肉とビーマンの継だ]り妙め巧2) 

豚巧とキャベツのおみそ妙めほ 2) 

A ま菊ほ 3) 

鶏肉とぎのこの中擧贼め〔53) 

1ヘルシー 

3妙めをの 



/ h ; 主思 


3 炒めちの I のとさはが量の食品を加熱しない。 

か量(表示のお量の >2置な下)で邮熟すると貪話がこげた 
りすることがあります。 


ヘルシー4フライ 


才ート調理 



ヘルシ^ ー メニュ ー 


ヘルシー 3 妙めもの 4 フライ 


^ 度押し： 3 炒めを⑩ 
、 2 度巧し： 4 フライ 


) の使いかた 


付属品は目的にをつ 
たちのを使う。 

巧5ページ参照） 


才 

I 

調 

理 


グラタン 







炒めもの•フライ 


正しい使いかた 


才ート調理 






オー トメ ニ 




日パスタの使いかた 


巧屬の焼網、丸皿、 
回顧台を使ラ。 




才-卜成)油頭や强 


n 


心 L はん 梓乳ゾ 

f ぁたたか I 

% g え壹!細忘 J 

[船句 


瓜ジ、 


トス》- 
ブリル 


す-ブン 


1か 


10;が 


ttt がり/夏臣 
V 八， とりけ u 

脱真 geSw 


(例)障巧ス罰の場合 




食品を入れる なすのミ-卜 y - スの場を 

f 54ぺージ藝照） 

a 

己パスタ 1 キーを巧ず 

才-卜脈み弱や强 

■ • 

5 

レシジトースタージリルオーブン 

鹏なび商口し t 
丸 励 個転して 

ス々—卜±—ホ 加熱が始まります。 

巧ず 

トト就が！)苹がグ強 

ぞ巧 

W ムし—*、、1 

レシブ hX 9 -如村九 


Jr 遗中で蛮わる 
お^を淵鼠みお 



レンジト-スブリル げ 


挺了音が鳴った5 
食□ちを取り出ず 


表お?ザ"〇|’になり、加 
熱が禮ります。 

♦必ず、 上段の食品， 
焼網、下段の轉品の 
晒に取り出しまず。 


す-卜船ゴ弱中_強 


U 


いジ M ターヴリル が J 


日パスタのコツ 


•A 注意 


• 1回のが量は 

表おのお量でず。（この分量 UI 州までさま 
はん。）〔日斗.日日ぺージ参照） 

* 加熱で走るパスタは 

1，己〜1.日 mm のスバダッ T ィび冨握です。 

* 容器は 

直径19〜2 1 cm 、 麗さ約日 cm のをのを 
2個博いまず。 

♦ラ ジブのしかたは 

容器のラップが觸網に&れないようにお 
おいます。上段（ソース類）は 1 cm く b 
い面け、下段(パスタ類 H ま暮とし込みに 
して庙さこぼれを防ざ或す。（，日4ページ 
参脾 .1 

ラップは耐熱溫度14び C 1リ上のちのを使 
しほす。 


■パスタ浸水後は 

寇ぜてから胃びラップをしまず。 

•置をかたは 

上段(焼網）にソース頸、下段〔丸皿）にパ 
スタ類を置をます。 

■食品を取り出ずときは熱くなって 
います。 

厚がの乾いたふをんやおを轉ちのオーブ 
ン巧手袋を使って、上段のソース麗を取 
り出してか5规網を出し、震後に下段の 
パスタを取り出します。（貪品の汁びふを 
んかオーブン用手碧にしあ込まないよう 
にを罵してくだごい。） 


♦焼網だけで加熱しない。 

け叫すどの原固.） 

銳網だけで加熱ずると焼網げ熱くなり 
ます。 

•変おした焼網は懐巧しない。 
•如熱後、焼網が熱<なってい 
ることがある。 

(がけどの原因‘） 

加熱島懐、焼網を職り出すとさは厚が 
の乾いたふきんなどを便ってくだをい。 
•食品を瓶網にのせたままで、 

庫巧への出し入れはしない。 
(客語の®損やけがの原因） 
すべりやすいので、別々におし入れし 
て C だをし、。 


正しい使いかた 


才—卜調理 


パスタ 


9 
一 — 





















































































































































才-卜をたため弱中強 
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レンジトス》ーヴリルオづン 


4DDDDDD 

才-卜あたため弱中強 

1 1 
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•□ 一 , LI 叫 
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DDDDDDD 
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才-卜あたため弱み強 


レンジトスターヴリルオプノ 
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QW ち HIGH POWER 

脫吴 Q 已 OW 


□ □□凹 
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^卜ちたため弱^中^強 


レンジト 1— スタこヴリル气—ブン. 
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(例} 1 日票粟の場を 



食品を入れる 


おラむん草の場昔 
巧技べージ養驗 


を菜キー 


甲す 


表を霸の蓄号を 
己僖嘉)に合わせる。 


す-卜贸ゴ:を弱中强 


巧ずごとに目^7♦日とセットでさます。1 レンブトス由イリ化 巧 J 


—を 


直巧なび点口し、丸 
皿が回転して加熱び 
赔まりまず。 


才—卜 


雌背_/ぶ‘ 


を 




尉础去ン 


しンジ 

# 違中で或わる 
トト研:加弱み補 



いジトスかづ IJ もすブン 


つた5 
出す 


衰おが’‘打 I になり、 
加熱が路ります。 


トトち打ぶ!弱申强 


レンジト-スタ—卵ルす-乃 


仕上がり調節キーは 

♦料 わらわ、地にしたい場合は、 I や带强 や I 强 I 、国めにした 
い場合には 梓ゃ弱忙 にします。 

を裏 < 果な票、積棄の兴こューと区分は3日ぺージの加熱時間一幫最 
を参照します。ただし冷遺した野票は14ページを替照し t 
r レンす I 胃 I で加熱します。の日民ホ湿助穩合は I レンジ15日咖 /I 
で調埋します。（己日べージ養照） 



な 


階! 

を欄 


リゆで較票」キーを4 


0 


スタートキ- 

押ず 



むがり/逼度 
V A と口けし, 

脱貴 曾茜岩说； 


ん 


終了音が鳴 
食品を取り 


胚で野菜 


のコツ' 


1回の分量は 

巧案朝 で加熱ずる葉粟’票票.巧菜類は1弧〜巳□日吕、1 7根霊た 加 
熱ずる根票類は10日〜1 000邑でず。 

分量が1日日吕未谎のときは、オート調理はできをせん。手動調理 
で加熱時間を設定して糕でを見ながら加熱しまず。 

に6 ■ 3目べージ眷顆） 

ラップで包み直接丸皿にのせて 

葉-票な菓類や樞薰類はラップでずき間のないようにビッタ U 
と包みまず。丸ごとのじやびいをなどを疆盟;個加熱ずるとさは、 
まと地てラッブで包み、そのまま丸皿にのだて加 I 熱します。 

かさ<切ったにんじんなど 

野票の少量〔1日□呂未満)加熱のとを、火花が出てこげたり乾標 
し忙りすることがありまず。水を多曲にふ0かけてラップで包 
むか、皿などににげ、這るくらいの水を入れてラップでおおい 
圧ろジ P 胃で加飄しまず。 （2 日ぺージ参賠） 


6葉菜7根票 


0 




才-卜施が鼠中强 


レ少ジト巧ルトた 



正 

し 

し、 

使 

し、 

か 

た 



'] 度押し： 6葉葉 
度押し： 7根票 


) の使いかた 


付属の丸皿、 
回転台を溃ラ。 


ゆで野菜 


ゆで野菜目莫菜7根菜 



a 扎 jM が 


バスタ 


才-卜調理 


因 


ゆで野菜(葉菓•根菜) 


才—卜調理 
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オート 調理 



10お弁当 


6卜-スト 


0お弁当〜1目卜-ストの使いかた 


付属品は目的に 
をったわのを使ラ C 
〔2己ページ参照） 


(例)[パリジ歸議き1日1;備] 
の場音 





食吊を入れる 


テルド A ンバーグの場を 
(日日ページ参照） 


〇 


パ U ッ庫網焼さ 


キーを 1度巧し 


11冷蔵にする 


表お藉の垂号を1 U バリッ 狂祀诚蘭で強 

雇網班を:を屬りこ合わせ 
る。 


キーを巧すごとに 11 時 12 今 11 とセットできます。 


レシジトースタ^ヴ y . 山才ーブシ 


如窃ゴこめ-! 


才-卜 耐ゴこめ 聞か经 


0 


義 V ■つ A 

1卜广っ 1 

\m 1 

IJ つ0 

, 1 1 1 y 证中で 

iL 一 T ‘ T '、、 変ゎる 

t J . J Jn 

'■ 


スタートキーを 
押ず 


巧 • 

ヴラタシ 



化 上びり/温度 

V A とりけし, 

I iJ 口 け唯げ 

脫貢 360 W 


しンジ 


厦内なが点巧し、丸皿 
が◎転して加熱び始ま 
0まず。 


レンジ K 巧 H ブリル巧- Tj 

兽遗 中で蛮わる 

す-卜茄たも頭か强 



しンジト-が-ヴリル す- Tj 


終了音が鳴った5 
食品を取0出ず 


3 -卜猛たも弱中強 


表示が"日"になり、 
加熱び槛ります。 



レンジト-ス》ーヴリルオ■ブン 


阻お弁当]のコツ 


I に 4 ページを養照しまず。） 


パリッ庫網焼き I ご1冷蔵]112ち满のつジ 


一回の分量は 

1人分(約1日日 g ) 〜4人おまででず。(この分量じ I が•の才ート 
調理はでをません） 

加熱ずる食品は 

チルド實品や調糧焉み冷；第食吊の八ン J てーヴや臘さおに舌!つ 
などの照きちの、攝げちの t つライを如熱します。中はレンジ 
ですが吊く加熱し、壺廚はブ U ルでこんがじと焼をたてに仕 
上げます。 

食品は包装をはずし直接焼網にのせて 

ルさ<て焼網にのせにくいちのは丸皿に直接またはオーブン 
シートを敷い?ことに並べ手動面こ^1 に10で| で嫌デを見な 
びら加熱しまず。 

食品の種類によってキーを使い分けまず。 

I パリッ園 ! 焼き im 冷罰 は、當遍听冷蔵保ちの貸品、チルド食品 
を加熱します。ドリ 7 觸腐き I|T2 斋 1 は、冷凍食品を加熱します。 


丸皿を傾けないよラにして取り出す 

食品びずべ日愚ちる場をがあ日まず。 

丸田!や焼禍にアルミホイルは絶巧に熱かないでぐだ 
さい。 

レンジ加熱の暗に、火花〔スパ^ク）の原因になりまず。 

丸皿にオーブンシートは使巧でさまず。 

袖が気になるとをは 

パニューによってはを分な油び丸皿上に落ち、たまることげ 
あ0ます。丸皿にペーパータオルを敷いて加熱ずるとよし、で 
しよラ。 

食品を取り出すと去は 

厚地の乾いた瓦きん竹お手持ちのオーブン巧手襲を徒って、 
實品を丸皿にのせたまま傾けないよ5に取り化しまず。 

( 轉品のミ十がこぽれているとさは.ふをん节オーブン用手袋 
にホがしみこまないよラに;主意してください。） 


正しい使いかた 


才—卜調理 


お弁当〜卜—スト 
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